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上条中学校新設請負契約など

33案件を可決
ぐ6月定例会

六
月
定
例
会
は
六
月
三
十
日
に
招
集
さ
れ
、
会

期
を
七
月
九
日
ま
で
の
十
日
間
と
決
め
、
市
長
か

ら
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
、

財
産
の
所
得
、
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
三
十
三
議

案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
各
党
会
派
を
代
表
し
て
、
中
西
久

・
上
田
英
文
・
依
田
敏
夫
(
市
民
ク
ラ
ブ
)
石
原

貞
夫
・
細
田
清

(社
会
党
・
市
民
連
合
)
大
村
幾

久
夫

(公
明
党
)
森
沢
幸
夫

(
政
新
会
)
武
川
和

好

(
日
本
共
産
党
)
の
各
氏
が
行
い
、
市
長
等
に

答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

最
終
日
の
本
会
議
で
は
「
甲
府
市
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」

反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
提
出
議
案
の
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
等
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
の
本
会
議
で
農
業
委
員
会
委
員

の
推
せ
ん
、
第
一
奥
仙
丈
山
恩
賜
県
有
財
産
保
護

組
合
議
会
議
員
の
選
挙
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
国
へ
の
意
見
書
提
出
二
件
、
決
議

一
件
を
可
決
、
さ
ら
に
、
「
庁
舎
建
設
構
想
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
と
、
「
都
市
構
想
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
両
調
査
特

別
委
員
会
と
も
閉
会
中
も
継
続
し
て
調
査
す
る
こ

と
を
決
め
閉
会
し
ま
し
た
。
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昭和62年 8月l日現在 世帯数 70，683世帝女 102，381人男 98，011人人口 200，392人
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{問】

二
期
自
の
市
政
運
営
に
臨
む
政

治
姿
勢
を
示
せ
。

【悠ニ

私
は
一
目
し
て
「
叩
府
市
は
、

市
民
の
た
め
に
あ
り
、
叩
府
市
政
は
市

民
と
共
に
歩
む
べ
き
も
の
で
あ
る
」
を

政
治
理
念
に
、
二
十
万
市
民
の
生
活
と

福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、
全
力
を
傾
注
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六
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
七
月
二
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
、
各
党
会
派
を
代
表
し
て
八
氏
が
市
長
の
政
治
姿
勢
、
第
三
次
総
合

計
画
、
市
制
百
周
年
記
念
事
業
、
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
、
南
部
工
業

団
地
建
設
、
観
光
開
発
計
画
、
福
祉
施
設
の
防
災
対
策
な
ど
当
直
す
る
市

政
の
問
題
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
を
展
開
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
長
一

一
期
日
の

市
政
運
営
を
質
す
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し
て
来
た
。
今
後
も
、
初
心
を
忘
れ
ず

こ
の
理
念
を
基
調
と
し
て
、
市
民
党
的

立
場
を
県
持
し
た
、
市
民
本
位
の
市
政
、

市
民
と
の
信
頼
と
協
調
、
市
民
の
参
闘

を
求
め
る
市
政
、
公
正
、
清
潔
、
誠
実

を
モ

ッ
ト
ー
と
し
た
、
き
わ
や
か
市
政

の
推
進
を
政
治
姿
勢
と
し
て
、
そ
の
執

行
に
あ
た
り
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た

活
力
あ
る
健
康
都
市
の
実
現
に
向
っ
て

努
力
す
る
決
意
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
議
会
を
は
じ
め
市
民
の

皆
様
の
温
か
い
御
指
導
と
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
い
。

大
河
ド
ラ
マ

「
武
田
信
玄
」

放
映
へ
の

対
応
は

{
問
}
本
市
の
観
光
開
発
計
画
と
大
河

ド
ラ
マ
「
武
田
信
玄
」
の
放
映
へ
の
対

応
を
示
せ
。

【答】

本
市
は
秩
父
多
摩
国
立
公
園
を

背
景
に
し
て
、
恵
ま
れ
た
自
然
と
由
緒

あ
る
史
跡
な
ど
豊
富
な
観
光
資
源
を
有

し
て
い
る
が
、
新
し
い
時
代
に
対
応
す

る
観
光
行
政
に
つ
い
て
は
、
甲
府
市
観

光
基
本
計
画
と
、
各
種
地
域
振
興
計
画

に
基
づ
い
て
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
、
え
て
い
る
。

当
面
す
る
開
発
計
画
と
し
て
は
、
奥

御
岳
と
昇
仙
峡
、
荒
川
ダ
ム
を
中
心
に

し
た
北
部
山
岳
地
域
の
広
域
的
な
観
光

ル

l
ト
の
整
備
、
界
仙
峡
の
観
光
施
設

を
は
じ
め
湯
村
温
泉
郷
再
開
発
な
ど
を

積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
多

様
化
す
る
観
光
ニ

1
ズ
に
応
え
る
有
機

的
な
つ
な
が
り
を
も

っ
た
観
光
施
設
の

開
発
整
備
を
進
め
る
。

ま
た
、
大
河
ド
ラ
マ
「
武
田
信
玄
」

の
放
映
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
は
、
県

が
主
体
と
な
り
、
県
内
全
市
町
村
、
観

光
関
係
団
体
等
に
よ
り
、
総
合
的
な
観

光
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
現
在
協
議
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
仙
台
、
米
沢
市

で
は
独
眼
竜
政
{一ホブ
ー
ム
で
観
光
客
が

激
増
し
て
い
る
。
本
市
の
武
田
神
社
周

辺
は
現
在
で
も
土
、
日
祭
日
は
観
光
パ

ス
等
で
混
雑
し
て
お
り
、
こ
の
大
河
ド

ラ
マ
が
放
映
さ
れ
る
と
、
更
に
混
雑
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
駐
車
場
、

仮
設
ト
イ
レ
、
案
内
板
の
設
置
に
つ
い

て
も
関
係
機
関
と
十
分
協
議
し
な
が
ら

検
討
し
て
参
り
た
い
。

六
十
五
歳
以
上
の

医
療
費
助
成
を

堅

持

【問】

主
人
医
療
費
の
一
部
負
担
金
は

無
料
化
で
き
な
い
か
。

【
答
}
老
人
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い

て
は
、
本
市
は
国
県
に
先
が
け
て
独
自

の
事
業
と
し
て
実
施
し
現
在
六
十
五
オ

以
上
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
昭
和
五
十
八
年
二
月

一
日
に
老

人
保
健
法
が
施
行
さ
れ
本
市
も
国
に
準

じ
て
六
十
五
オ
以
上
の
一
部
負
担
金
制

度
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
低

富

豪12
風
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本
会
議

・
質
疑
及
び
市
政

一
般
質
問
・
各
委
員
会
付

手
い==一ロ各

常
任
委
員
会

休
会

本
会
議

・
各
常
任
委
員
長

報
告
・
閉
会

所
得
者
の
救
済
策
と
し
て
、
甲
府
市
老

人
健
康
管
理
助
成
制
度
(
グ
リ
ー
ン
カ

ー
ド
制
)
を
設
け
、
一
部
負
担
金
の
肩

替
り
を
実
施
し
た
。

し
か
し
、
国
の
厳
し
い
指
導
に
よ
り

こ
の
制
度
は
一
年
で
廃
止
せ
ざ
る
を
得

ず
、
現
在
の
健
康
福
祉
手
当
制
度
を
導

入
し
た
経
過
が
あ
る
。
こ
の
手
当
の
増

額
に
つ
い
て
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
現
状
の
本
市
独
自
の
六
十
五
オ
以

上
の
医
療
費
助
成
は
今
後
と
も
堅
持
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
一
部

負
担
金
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、
制
度

の
根
幹
に
ふ
れ
る
問
題
で
も
あ
り
慎
重

に
検
討
し
て
参
り
た
い
。
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し
た
が
っ
て
、
既
に
明
ら
か
に
し
て

い
る
よ
う
に
、
シ
テ
ィ
|
ホ
|
ル
建
設

に
つ
い
て
は
、
百
周
年
記
念
事
業
の
メ

イ
ン
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、
具
現
化

の
た
め
に
市
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得

な
が
ら
、
年
度
内
に
は
基
本
的
な
事
項

の
条
件
堅
備
を
図
り
、
積
極
的
な
事
業

推
進
を
図
っ
て
い
く
考
、
え
で
あ
り
、
市

議
会
に
お
か
れ
て
も
全
面
的
な
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
ず
、
建
設
位
置
一に
つ
い
て
は
、
市

有
地
を
前
提
に
し
て
、
庁
合
の
歴
史
的

沿
午
、
将
来
の
都
市
時
間
造
、
発
展
性
や

建
設
経
賓
と
の
相
関
性
な
ど
を
総
合
的

に
検
討
し
て
、
市
民
感
情
を
十
分
配
慮

し
つ
つ
決
定
し
た
い
。

次
に
財
川
仰
の
問
題
は
、
御
案
内
の
と

お
り
大
変
厳
し
い
財
政
環
境
だ
け
に
、

よ
り
慎
重
に
、
総
合
的
、
計
画
的
な
対

応
に
よ
り
将
来
に
わ
た

っ
て
、
他
の
行

政
分
野
に

μ特
を
与
え
な
い
よ
う
な
財

〈
〉
市
制
百
周
年
記
念
事
業
〈
〉

シ
テ
ィ

i
ホ
i
ル
建
設
を

メ
イ
ン
事
業
に

【問】

シ
テ
ィ
|
ホ
|
ル
(
新
庁
合
)

の
控
設
を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

【悠ニ

現
庁
A
…
刊
の
現
況
は
、

一
体
的
機

能
而
や
、
駐
ぃ
車
場
を
は
じ
め
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
聞
か
ら
も
支
障
が
あ
り
、
将

来
展
望
の
中
で
は
、
大
き
な
問
題
点
が

内
包
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
木
知
し
て

い守令
。
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川
町
の
確
保
を
図
る
た
め
、
土
地
信
託
制

度
な
ど
、
土
地
の
有
効
活
用
を
多
角
的

に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

次
に
、
建
設
の
目
標
年
次
と
建
物
の

慨
要
と
し
て
は
、
百
周
年
記
念
事
業
の

〆
イ
ン
事
業
と
し
て
、
第
三
次
総
合
計

画
と
の
幣
ム
口
を
図
リ
、
建
設
時
期
を
設

定
し
、
建
物
の
機
造
、
機
能
に
つ
い
て

は
、
議
会
、
市
民
、
専
門
家
等
の
意
向

を
尊
重
し
な
が
ら
事
業
推
進
を
図
っ
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

ン
テ
ィ
|
ホ
ル
は
、
市
民
総
合
行

政
サ
|
ヒ
ス
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
市
民

の
文
化
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
を
併

せ
て
考
え
て
い
る
の
で
、
市
民
の
御
理

解
と
御
協
力
を
得
る
た
め
、
百
周
年
記

念
事
業
推
進
市
民
百
人
委
員
会
(
仮
称
)

を
設
置
し
て
、
具
体
的
な
計
画
に
つ
い

て
提
示
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

庁
合
連
設
の
た
め
の
内
部
組
織
に
つ

い
て
は
、
事
業
の
進
捗
に
併
わ
せ
て
将

備
充
実
を
図
る
。

大
規
模
公
営
団
地
で

人
口
の
定
着
を
図
る

【
問
}
都
市
計
出
に
お
け
る
新
し
い
町

、
っ
く
り
と
人
口
明
加
刈
策
を
ど
う
進
め

る
か
。

窪田】

本
市
の
人
口
は
市
街
地
中
心
部

か
ら
、
郊
外
地
へ
流
出
し
て
い
る
現
状

に
あ
る
。
そ
の
た
め
既
成
市
街
地
周
辺

部
に
お
い
て
は
新
市
街
地
の
形
成
を
計

る
た
め
に
新
し
い
住
宅
団
地
造
成
の
区

画
整
理
事
業
を
実
施
す
べ
く
す
で
に
位

発
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
に
織
と
空
間
を
取
り
入
れ
た
、

若
者
に
も
人
気
を
呼
ぶ
新
し
い
町
を
建

設
し
た
い
と
考
、
え
て
い
る
。

な
お
、
今
後
は
公
営
住
宅
に
し
て
も

た
だ
単
に
各
地
域
に
点
在
さ
せ
る
と
い

う
の
で
は
な
く
、
よ
り
大
き
な
規
模
の

公
営
団
地
を
考
え
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
り
他
の
市
町
村
へ
の
人
口

流
出
に
歯
止
め
を
か
け
人
口
の
定
着
を

図
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

〈市営住宅(後屋団地)> 
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業に療費給政 周業本加政 額境と政 の林区備政父政 業総政 進画つ諸題り行 業 発 地 行 調 規の建総政

団つ食Ih 年団横対th
療医整の三第姿治

健道振)に子に 団A口治1 ににい聞に組の 高と 及政笠 模イ設合治 品可
I也いにに姿 にI也断策姿 康落輿つ家つ 地計姿 つって題つみ基 校企 びの区 のべに計姿

とてつつ勢 つ造道勢 に{席次勢 管石策 い庭い 建 画 勢 し、し、 とい本 の業 1也あ域 i威ンっ画勢 σ〉
都いいに い成路に つに総に 理防に て)て 設にに てて本て 姿 特 局 場 り の 税トいにに

市 ててつ て つ いつ合つ に止つ につつ 市 勢 性機産方開 そにてつつ 要
構 し、 関 し、 てい計い つ策い交老 っし、し、 農 と 化 想 業 に 発 の つ い い
~也B、 て し て て画て いにて通 人 いてて 業 第 とに ハ¥〆コ 他い てて ヒ目:. 

て てつ
安全 心

て 振 女つのい にて
つ つ L 、 且i 次 子 ぃ 取 て つ
し、 し、 て

教育 身障
の 総 高て L 、

て て 基 ぷE入3 の 組 て
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【
問
}
コ
ミ
ユ
|
夕
|
(
地
方
航
空
交

通
シ
ス
テ
ム
)
の
導
入
を
研
究
す
る
考

-・・・・圃

四川守

A
P
ヨ司
E
H
q

由
河
斤

E
目

H

第74号

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ

i

実
現
運
動
の

展
開
は

甲府市議会だより

【
問
}
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
ヵ

l
、
中
部

横
断
自
動
車
道
実
現
の
た
め
の
運
動
展

開
に
つ
い
て
示
せ
。

【
答
】
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
(
回

全
総
)
で
は
、
中
部
横
断
自
動
車
道
に

つ
い
て
は
明
確
な
表
現
で
、
リ
ニ
ア
モ

ー
タ
ー
ヵ

l
実
験
線
に
つ
い
て
は
、
リ

ニ
ア
の
技
術
開
発
や
、
中
央
新
幹
線
の

必
要
性
が
盛
り
込
ま
れ
た
表
現
で
、
そ

の
実
現
性
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
は
御

承
知
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
の
実
現
は

甲
府
市
の
飛
躍
的
発
展
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
の
で
県
及
び
関
係
市
町
村
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
強
力
な
促
進
運

動
を
展
開
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

地
方
航
空
交
通

シ
ス
-
ア
ム
の

昭和62年 9JJ 1 I::l 

導
入
を
検
討

え
は
な
い
か

0

2
3
回
全
総
に
お
い
て
は
、
地
域
の

発
展
の
核
と
な
る
地
方
都
市
を
中
心
に
、

五
十
な
い
し
七
十
地
区
に
つ
い
て
空
港

成
立
の
可
能
性
を
検
討
の
う
、
ぇ
、
小
型

機
用
空
港
、
或
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
利
用

し
た
コ
ミ
ユ
|
夕
|
航
空
の
導
入
を
進

め
る
と
し
て
い
る
。

山
梨
県
で
こ
の
調
査
検
討
を
し
て
い

る
が
、
首
都
圏
県
庁
所
在
市
首
長
の
会

議
に
お
い
て
も
相
互
乗
り
入
れ
、
採
算

性
、
安
全
性
、
空
港
整
備
等
い
く
つ
か

の
問
題
が
提
起
さ
れ
、
研
究
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
県
の
調
査
結
果
を
も
見

な
が
ら
長
期
的
な
課
題
と
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
だ
と
考
、
え
て
い
る
。

福
祉
施
設
の

防
災
対
策
は

万
全
か

【問】

本
市
の
福
祉
施
設
の
防
災
対
策

は
万
全
か
。

{
答
】
福
祉
施
設
の
防
災
対
策
に
つ
い

て
は
、
常
日
頃
か
ら
遺
漏
な
き
を
期
し

、
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
各
施
設
と

も
防
災
設
備
を
充
実
す
る
等
安
全
対
策

に
意
を
尽
し
て
い
る
。
更
に
防
災
訓
練

を
実
施
す
る
等
徹
底
を
期
し
て
い
る
。

特
に
宿
泊
婚
設
で
あ
る
光
風
寮
及
び

母
子
寮
に
つ
い
て
は
、
建
物
も
避
難
が

容
易
な
低
層
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
、
定
期
的
に
避
難
訓
練
を
実
施
す
る

等
安
全
対
策
に
特
別
な
留
意
を
図
っ
て

い
る
。
過
日
の
東
京
の
老
人
ホ

l
ム
の

災
害
を
教
訓
と
し
て
市
内
の
老
人
ホ
ー

ム
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
関
係
機
関

の
協
力
に
よ
り
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
必

置
を
は
じ
め
、
避
難
訓
練
の
定
期
的
実

施
等
指
導
を
強
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

守合
。円

高
不
況
に
対
す
る

地
場
産
業
振
興
策
を

刀ミ

せ

【
問
】
円
高
不
況
下
に
お
け
る
地
場
産

業
の
振
興
策
に
つ
い
て
示
せ
。

{
公
ニ
長
期
化
し
て
い
る
円
高
不
況
時 〈光風寮(救護施設)> 

に
お
け
る
地
場
産
業
の
振
興
策
と
し
て
、

中
小
企
業
振
興
融
資
制
度
に
お
い
て
は
、

利
率
の
引
き
下
げ
、
貸
付
限
度
額
の
引

き
上
げ
、
返
済
期
聞
の
延
長
等
充
実
を

図
り
な
が
ら
、
中
小
企
業
の
経
営
の
安

定
と
資
金
力
の
強
化
の
促
進
を
図
っ
て

い
る
。
ま
た
、
宝
飾
研
磨
、
家
具
、

ニ

ッ
ト
な
ど
、
地
場
産
業
の
各
業
界
が
行

う
新
製
品
の
開
発
、
販
路
の
開
拓
事
業

に
も
積
極
的
な
助
成
策
を
講
ず
る
と
と

も
に
、
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の

な
か
で
は
、
地
場
産
業
ま
つ
り
、
新
商

品
開
発
フ
ェ
ア
な
ど
を
取
り
入
れ
、
本

市
の
地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
。

グ
南
部
工
業
団
地
d

事
業
認
可
の

見
通
し
は

【
問
】
南
部
工
業
団
地
の
事
業
認
可
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

窓
口
】
南
部
工
業
団
地
建
設
は
、
甲
府

市
の
産
業
経
済
の
活
性
化
を
図
る
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に

市
民
の
注
目
の
的
で
も
あ
り
期
待
を
裏

切
ら
な
い
よ
う
関
係
機
関
に
対
し
積
極

的
に
働
き
か
け
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。現

在
、
建
設
省
と
の
事
前
協
議
を
行

っ
て
い
る
が
秋
頃
ま
で
に
は
認
可
を
受

け
、
直
ち
に
造
成
に
入
る
予
定
で
あ
る
。

市
街
化
調
整
区
域
の

開
発
計
画
は

【
問
】
今
後
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
考
、
え
か
伺
い
た

窪
田】
市
街
化
区
域
の
拡
大
に
つ
い
て

は
精
一
杯
の
努
力
を
続
け
て
い
る
。

昭
和
五
十
六
年
に
行
わ
れ
た
第
一

回

見
直
し
時
の
面
積
五
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
比
較
し
て
、
今
回
五
十
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
拡
大
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

御
指
摘
の
調
整
区
域
の
開
発
に
つ
い

て
は
、
市
街
化
区
域
の
隣
接
地
に
お
い

て
地
域
開
発
計
画
の
協
議
が
熱
し
て
い

る
地
域
を
、
特
定
保
留
区
域
と
し
、
ま

ず
、
市
街
化
を
進
め
る
。
そ
の
面
積
は

十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
六
十
年
七
月
の
調
整
区

域
に
お
け
る
太
規
模
開
発
の
運
用
に
つ

い
て
の
通
達
に
よ
り
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
の
開
発
が
可
能
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
六
十
一
年
八
月
、
開

発
許
可
基
準
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
大

規
模
既
存
集
落
内
の
小
規
模
開
発
も
可

能
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
次
第
に
調
整
区
域
内

に
お
け
る
開
発
許
可
が
緩
和
の
方
向
に

向
か
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

る
中
で
、
調
整
区
域
内
に
お
け
る
想
定

土
地
利
用
計
画
を
立
案
し
、
行
政
と
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
開
発
の
可
能
性
を

積
極
的
に
検
討
す
る
考
え
で
あ
る
。



庁

舎

建

設

構

想

に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

市
庁
本
山
の
建
設
が
、
市
制
施
行
百
周

年
記
念
卒
業
に
お
け
る
メ
イ
ン
事
業
と

し
て
位
置
つ
け
ら
れ
、
も
つ
か
市
当
局

に
お
い
て
恭
本
構
怨
の
策
定
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
二
十
一
世
紀
に
お

け
る
本
市
の
中
枢
機
能
と
な
る
こ
と
か

ら
本
議
会
に
お
い
て
も
そ
の
万
全
を
期

す
る
た
め
建
設
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ

い
て
の
調
査
を
目
的
と
し
て
、
六
月
定

例
会
の
最
終
日
に
、
「
庁
舎
建
設
構
想

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置

さ
れ
、
七
月
九
日
よ
り
制
査
事
項
と
し

て
、
市
庁
舎
の
建
設
に
関
す
る
諸
問
題

に
つ
い
て
閉
会
中
も
継
続
し
て
調
査
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

都

市

構

想

に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

本
市
は
今
日
県
都
と
し
て
中
値
機
能

の
役
割
を
有
し
発
展
し
て
き
た
が
、
都

市
の
形
態
は
急
速
に
変
化
し
つ
つ
あ
り
、

今
後
二
十
一
世
紀
に
対
応
で
き
る
都
市

形
態
を
有
す
る
た
め
に
は
、
土
地
の
基

盤
整
備
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る

の
で
、
こ

の
際
全
市
域
に
わ
た
る
新
し

い
都
市
構
想
に
つ
い
て
の
調
査
を
目
的

と
し
て
、
六
月
定
例
会
の
最
終
日
に
、

「
都
市
構
想
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
、
七
月
九
日
よ
り
調

査
事
項
と
し
て
、
本
市
の
都
市
機
能
の

充
実
に
関
し
そ
の
現
状
と
今
後
の
方
途

に
つ
い
て
閉
会
中
も
継
続
し
て
調
査
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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;参
副
委
員
長

委

員小
沢

綱

雄

早

川

武

男

牛

奥

公

賞

小

野

雄

造

飯

島

勇

石

原

貞

夫

大
村
幾
久
夫

加

藤

裕

，，~~ 、

‘秒
委

上員
団 長

副
委
員
長

委

員三

井

五

郎

富

島

雅

展

依

田

敏

夫

宮

川

章

司

岡

伸

小

林

康

作

剣

持

庸

雄

武

川

和

好

堀
内

光
雄

内

藤

秀

治

原
町
正
八
郎

川

名

正

剛

皆

川

巌

斉

藤

憲

二

秋

山

雅

司

内

藤

幸

男英
文

堀
口

菊
雄

森堀細中清村福
沢内田込水 山 岳

幸征 孝節二
夫治清文子水勇

農
業
委
員
を
推
せ
ん

ク、

市
長
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
学
識
経
験

を
有
す
る
者
の
中
か
ら
選
ぶ
農
業
委
員

の
推
せ
ん
が
行
わ
れ
、
早
川
武
男
、
福

島
勇
、
依
田
敏
夫
、
剣
持
庸
雄
、
武
川

和
好
の
五
氏
を
全
員
異
議
な
く
推
せ
ん

す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

第
一
奥
仙
丈
山
恩
賜
県
有
財
産

保
護
組
合
議
会
議
員
決
ま
る

甲
府
市
と
敷
鳥
町
で
組
織
し
て
い
る

第
一
奥
仙
丈
山
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組

合
議
会
議
員
の
選
挙
が
、
七
月
九
日
の

本
会
議
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
員
は
、
千
代
田
地
区
と
池
田

・
新
田
地
区
、
羽
黒
(
山
富
)
地
区
の

住
民
の
中
か
ら
本
議
会
が
選
挙
を
行
う

も
の
で
、
次
の
九
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

マ
千
代
田
地
区

(
四
名
)

平

瀬

町

内

田

秀

雄

上

帯

那

町

末

木

一

二

三

下

帯

那

町

末

木

登

美

治

平

瀬

町

末

木

昭

二

マ
池
田
・
新
団
地
区

(
四
名
)

荒

川

一

丁

目

五

味

理

作

池

田

三

丁

目

三

井

力

池

田

二

丁

目

千

野

武

八

郎

池

田

二

丁

目

長

田

良

和

マ
羽
黒
(
山
宮
)
地
区

(
一
名
)

山
富

町

島

田

一冗
昭

珪
献
金
A

を4
i
聴
し
て

伊
勢
四

石丁
目

田

久

氏氏氏氏

私
は
議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
は
、
市

民
と
し
て
の
一
つ
の
義
務
で
も
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
即
ち
自
分
遠
の
選
ん
だ

議
員
が
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
か
を
知
る
よ
い
機
会
で
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
九
日
、
三
月
定
例
議
会
を

傍
聴
し
た
の
で
、
感
想

の
一
端
を
述
べ

る
こ
と
と
す
る
。

三
名
の
代
表
質
問
が
あ
っ
た
が
、
さ

す
が
に
、
市
民
の
代
表
だ
け
あ
っ
て
、

堂
々
と
し
て
、
論
旨
も
明
解
、
実
に
立

派
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
答

弁
も
丁
寧
で
好
感
が
も
た
れ
た
。

三
月
の
人
事
異
動
に
つ
い
て
は
関
連

質
問
も
あ
り
、
或
る
議
員
か
ら
は
、
勇

退
す
る
職
員
へ
の
労
ら
い
の
言
葉
が
あ

っ
た
が
甚
だ
よ
い
贈
り
も
の
で
あ
っ
た
。

一
つ
気
に
な
っ
た
こ
と
は
、
欠
席
議

員
の
名
札
が
立
て
〉
あ
り
、
閉
会
退
場

の
際
に
も
一
つ
は
そ
の
ま
、
で
あ
っ
た

こ
と
だ
。i易

回

米 E
山

婦

志

子

氏氏氏氏

六
月
三
十
日
、
活
美
会
の
皆
様
二
十

人
と
市
議
会
を
傍
聴
す
る
機
会
を
得
ま

し
た
。六

十
七
オ
の
私
に
と
り
ま
し
て
、
見

る
も
の
聞
く
こ
と
す
べ
て
が
驚
き
の
連

氏

続
で
し
た
が
、
老
い
の
身
に
良
い
刺
激

と
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
家
の

中
で
主
人
と
論
じ
合

っ
た
問
題
点
な
ど
、

成
る
程
と
思
う
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
私
が
最
も
関
心
を
も
っ

て
見
た
こ
と
は
、
議
長
さ
ん
が
普
か
ら

応
援
し
て
い
る
方
で
あ
る
こ
と
で
し
た
。

国
会
に
比
べ
た
ら
、
小
さ
な
規
模
で

も
実
に
堂
々
と
議
長
と
し
て
の
役
目
を

果
し
て
お
ら
れ
る
の
を
見
て
心
強
く
戚
い

じ
ま
し
た
。
義
父
が
生
前
よ
く
言
っ
た

言
葉
「
森
羅
万
象
す
べ
て
師
と
思
え
」

を
し
み
じ
み
と
想
い
出
し
な
が
ら
有
意

義
な
一
刻
を
す
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
し
、
市
長
さ
ん
は
じ
め
議

員
皆
々
様
の

こ
健
康
と
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

議

会

を

傍

聴

し

ま

し

ょ

う

本
会
議
の
傍
聴
手
続
は
直
接
議
場

に
来
て
い
た
だ
き
、
受
付
簿
に
自
分

の
住
所
、
氏
名
及
び
年
齢
等
を
-
記
入

す
る
だ
け
で
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き

ま
す
。表

彰
お
め
で
と
う

こ
の
た
び
、
第
五
十
三
回
関
東
市
議

会
議
長
会
並
び
に
第
六
十
三
回
全
国
市

議
会
議
長
会
の
各
定
期
総
会
に
お
い
て
、

中
西
久
、
上
田
英
文
の
両
氏
が
議
員
と

し
て
二
十
年
以
上
在
職
し
、
地
方
自
治

の
振
興
の
た
め
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
対

し
表
彰
さ
れ
、
六
月
定
例
会
の
冒
頭
、

本
会
議
場
で
議
長
か
ら
表
彰
状
の
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。



(6) 

〈
〉
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
上
げ
率
を

五
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
に
抑
制

甲
府
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
議

案
に
関
連
し
て
委
員
か
ら
本
年
度
保
険

料
の
引
き
上
げ
率
に
つ
い
て
質
し
た
の

に
対
し
、
当
局
か
ら
医
療
費
の
鈍
化
、

国
か
ら
の
特
別
調
整
交
付
金
等
に
よ
り

五
パ

ー
セ
ン
ト
に
近
い
引
き
上
げ
率
に

抑
え
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
委
員
か
ら
国
民
健
康
保

険
の
健
全
な
運
営
を
進
め
る
上
か
ら
も

疾
病
予
防
に
関
す
る
啓
も
、
つ
活
動
を
さ

ら
に
行
う
よ
う
要
望
す
る
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た。

昭
和
六
十
二
年
度
甲
府
市
一
般
会
計

補
正
予
算
(
第
一
号
)
中
所
管
分
に
つ

い
て
は
予
算
に
関
連
し
て
委
員
か
ら
、

一
市
制
施
行
百
周
年
記
念
事
業
を
含

む
第
三
次
総
合
計
画
構
想
案
の
策
定

作
業
を
精
力
的
に
進
め
、
議
会
へ
早

期
に
提
示
す
る
こ
と
。

一
高
額
補
助
金
を
支
出
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
特
に
詳
細
な
事
業
計
画
案

の
提
出
を
求
め
、
内
容
を
十
分
精
査

の
う
え
そ
の
執
行
に
あ
た
る
こ
と。

な
ど
を
強
く
要
望
す
る
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

委
員
会
審
査
の

、王

第74号

総
務
委
員
会

甲府市議会だより昭和62年 9月1日

な

内
r*I 
谷

文民
教生

委
員
会

〈〉工
事
の
変
更
契
約
は
甲
府
市
設
計
変

更
基
準
を
遵
守

請
負
契
約
の
締
結
(
〈
仮
称
〉
甲
府

市
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
建
設
〈
建
築
主

体
〉
工
事
)
に
つ
い
て
、
議
案
に
関
連

し
て
委
員
か
ら
、
工
事
の
変
更
契
約
を

行
う
べ
き
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
お
い

て
は
、
甲
府
市
設
計
変
更
基
準
を
遵
守

す
る
と
と
も
に
、
相
当
な
理
由
が
あ
る

場
合
を
除
き
安
易
な
変
更
契
約
は
行
わ

な
い
よ
う
強
く
要
望
す
る
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

〈〉
各
小
・
中
学
校
聞
の
施
設
に
格
差
が

生
じ
な
い
よ
う
に

請
負
契
約
(
市
立
上
条
中
学
校
新
設

〈
建
築
主
体
〉
、
市
立
上
条
中
学
校
屋

内
運
動
場
新
築
〈
建
築
主
体
〉
、
市
立

北
東
中
学
校
屋
内
運
動
場
増
改
築
〈
建

築
主
体
〉
の
各
工
事
)
の
締
結
に
つ
い

て
、
委
員
よ
り
小
・

中
学
校
の
新
設
及

び
増
改
築
に
伴
、
つ
各
種
関
連
施
設
工
事

に
つ
い
て
は
、
二
疋
の
基
準
を
も
う
け
、

各
学
校
聞
に
施
設
格
差
が
生
じ
な
い
よ

う
要
望
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

脇
市
蘭
鮪
委
員
会

〈〉
新
画
場
の
借
地
契
約
は
長
期
契
約
に

昭
和
六
十
二
年
度
甲
府
市
一
般
会
計

補
正
予
算
(
第
一
号
)
中
所
管
分
に
つ

い
て
、
委
員
か
ら
公
園
緑
地
事
業
に
お

け
る
花
き
の
栽
培
地
で
あ
る
国
母
園
場

の
処
分
に
関
し
、
そ
の
経
過
と
新
園
場

の
確
保
に
つ
い
て
質
し
た
の
に
対
し
、

当
局
か
ら
国
母
園
場
は
上
条
中
学
校
の

代
替
地
と
し
て
売
却
し
た
が
、
国
場
事

業
の
継
続
を
図
る
た
め
新
た
な
用
地
の

取
得
に
努
め
て
き
た
が
、
適
地
に
つ
い

て
は
地
価
が
高
く
借
地
の
方
法
に
よ
る

こ
と
が
最
適
で
あ
る
と
判
断
し
、
増
坪

町
地
内
に
用
地
を
確
保
の
う
、
ぇ
新
園
場

と
し
て
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
の

答
弁
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら

借
地
契
約
を
締
結
す
る
に
あ
た
っ
て
は

長
期
契
約
と
す
る
よ
、
つ
要
望
す
る
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
委
員
か
ら
観
光
客
の
誘

致
策
に
つ
い
て
本
市
独
自
の
観
光
ル
ー

ト
づ
く
り
に
努
め
、
観
光
客
が
市
内
に

宿
泊
す
る
よ
う
各
種

P
R
事
業
を
積
極

的
に
行
う
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

水建

道設

委
員
会

〈〉
夜
間
工
事
に
際
し
て
は
附
近
住
民
の

生
活
環
境
の
確
保
を

請
負
契
約
(
湯
川
第
一
・
第
六
幹
線

下
水
道
管
布
設
工
事
、
湯
川
第
二
幹
線

下
水
道
管
布
設
工
事
、
湯
川
第
六
幹
線

遮
集
渠
下
水
道
管
布
設
工
事
)
の
締
結

に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
夜
間
の
工
事
に

際
し
て
は
、
騒
音
防
止
等
、
附
近
住
民

の
生
活
環
境
の
確
保
に
努
め
る
よ
う
要

望
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
度
甲
府
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
(
第
一
号
)
に
つ
い
て

委
員
か
ら
昭
和
町
及
び
竜
王
町
へ
の
水

道
専
用
道
路
の
譲
与
に
あ
た
っ
て
は
、

今
後
の
道
路
管
理
に
万
全
を
期
す
る
と

共
に
、
水
道
事
業
に
支
障
を
き
た
さ
な

い
よ
う
十
分
協
議
の
上
、
覚
、
ぇ
書
を
取

り
か
わ
す
よ
う
要
望
す
る
意
見
が
出
き

れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会

の
所
管
事
項

議
会
に
お
け
る
内
部
審
査
機
関
と
し
て
議
案
、
請
願
、
陳
情
等
の
審
査

並
び
に
調
査
を
行
う
た
め
条
例
に
よ
り
設
置
を
さ
れ
て
い
る
四
つ
の
常
任
委

員
会
の
委
員
の
定
数
及
び
所
管
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

車窓

委

員(
定
数

会九
人
)

務

l 

市
長
室

技
術
管
理
室

企
画
部

総
務
部

市
民
部

会
計
室

議
会
事
務
局

公
平
委
員
会

選
挙
管
理
委
員
会

監
査
委
員

他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に

属
さ
な
い
事
項

2 3 4 5 6 7 8 11 10 9 民

生

文

教

委

員

会

(
定
数
九
人
)

l 

社
会
部

2 

教市福
育立祉
委甲部
員府
会病

院

3 4 経
済
都
市
開
発
委
員
会

(定
数

九
人
)

l 

経
済
部

都
市
開
発
部

中
央
卸
売
市
場

工
業
団
地
建
設
室

農
業
委
員
会

2 3 4 5 建

設

水

道

委

員

会

(
定
数

九
人
)

1 

環
境
部

建
設
部

下
水
道
部

水
道
局

2 3 4 
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電話代表
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西斤舎へー→

議
会
関
係
各
室
の
案
内
図
で
す
。

議
員
の
控
室
は
本
庁
舎
二
階
に
あ
り
ま
す。

ま
た
、

本
庁
舎
入

口
右
側
に
議
員
登
庁
表
示
板
が
設
け

て
あ
り
ま
す
の
で、

議
員
に
面
談
な
ど
ご
用
の
方
は
表
示

板
を
ご
確
認
の
上
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
申
出
く
だ
さ

い
。
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憲
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(8) 

政
府
は
七
月
六
日
開
会
さ
れ
た
第
百

九
臨
時
国
会
に
、
少
額
貯
蓄
非
課
税
の

廃
止
法
案
を
提
出
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す。
し
か
し
な
が
ら
、
少
額
貯
苔
非
課
税

制
度
は
、
国
民
の
日
常
生
活
に
傑
く
定

着
し
て
お
り
、
国
民
の
本
細
な
貯
蓄
を

保
護
し
、
わ
が
国
の
貯
蓄
奨
励
に
大
き

く
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
園

経
済
生
活
の
安
定
に
大
き
な
役
割

圏

を
果
た
し
て
き
て
い
ま
す
。

園

今
後
、
人
口
の
高
齢
化
が
急
速
暗

に
進
展
し
長
寿
社
会
を
迎
え
る
中、

週間

現
今
の
厳
し
い
財
政
下
で
は
公
的
覇

年
金
に
多
く
を
期
待
出
来
な
い
状
彊

況
に
あ
り
、
名
後
生
活
の
安
定
の
顕

た
め
自
助
努
力
に
よ
る
資
産
形
成

麗

を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題

罷

と
さ
れ
て
お
り
、
貯
諮
の
重
要
性
医

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
欧
米
局
悶
に
比
べ

立
ち
遅
れ

て
い
る
住
宅
、
道
路
、

公
開
、
下
水
道

な
ど
の
終
備
が
急
務
に
な

っ
て

い
る
折
、

貯
訴
は
そ
の
充
実
の
源
泉
と
し
て
今
後

と
も
有
効
に
活
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば

る
ら
る
い
状
況
に
あ
リ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
少
飢
山
岳
非
課
税
制
度

が
こ
れ
ま
で
来
た
し
て
き
た
役
割
、
引に

に
今
後
来
た
す
べ
き
役
訓
は
大
き
な
も

の
が
あ
り
同
制
度
は
存
続
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
、
え
ま
す
。

第74号

少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
の

存
続
を
求
め
る
意
見
書

甲府市議会だより日向和田年 9}j 1 f::l 

よ
っ
て
叩
府
市
議
会
は
政
府
に
対
し
、

少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
存
続
を
強
く
要

望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

「
水
力
発
電
施
設
周
辺
地

域
交
付
金
」
の
交
付
期
間

の
延
長
に
関
す
る
意
見
書

昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
実
地
さ
れ
て

い
る
「
水
力
発
電
施
設
周
辺
地
域
交
付

金
」
制
度
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
を
も

っ
て
七
年
間
の
交
付
期
間
を
終
わ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
制
度
の

調
珂
刊
当

目
的
は
、
水
力
発
電
施
設
が

-ずれリ

lL咽
一

ー
斜
訂正

当
該
市
町
村
に
対
す
る
便
宜

相
人

川一
の
提
供
一
泊
設
で
は
な
く
、
他

肝
望

地
域
へ
の
定
力
供
給
の
た
め

f
l
e
d
-

事
濯

げ
一
の
も
の
で
あ
り
当
該
自
治

帯
わ

¥

体
と
し
て
は
自
然
環
境
の
般

信
お
γ
一
段
、
禁
止
、
過
疎
化
の
促
進

一誠
二
月

等
大
き
な
不
利
益
を
被
る
こ

羽
山
!
4一
と
。
さ
ら
に
施
設
の
稼
動
年

一一四
日
昨日
一

↑応
tv一
数
い
か
火
力
等
の
発
電
施
設
に

荷
主
，
M~1

・
一

じ
い
じ
L

比

べ
て
長
期
に
わ
た
る
た
め
、

そ
の
問
、
地

花
市
町
村
に
対
し
支
払
わ

れ
る
固
定
資
産
税
も
激
減
し
、
財
政
的

寄
与
も
誌
だ
少
な
く
な
る
こ
と
等
に
対

す
る
見
返
り
措
置
と
し
て
設
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
そ
の
性

質
上
、
交
付
期
間
は
長
期
と
す
る
こ
と

が
相
当
で
あ
る
と
考
、
え
ま
す
。

ま
た
、
今
日
一
時
的
に
石
油
の
需
給

関
係
は
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
長
期

的
展
望
に
た
て
ば
、
水
力
発
電
は
、
純

国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
且
つ
長
期

的
に
凡
て
コ
ス
ト
は
低
価
格
で
あ
る
な

ど
、
そ
の
重
要
性
は
軽
視
で
き
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
甲
府
市
議
会
は
政
府
に
対
し

「
水
力
発
電
施
設
周
辺
地
域
交
付
金
」

の
交
付
期
間
を
延
長
し
、
昭
和
六
十
三

年
度
以
降
も
引
き
続
き
交
付
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

道
路
治
水
関
係
事
業
予
算

確
保
に
関
す
る
決
議

本
市
の
道
路
事
情
に
つ
い
て
は
都
市

機
能
の
中
心
市
街
地
へ
の
集
中
と
居
住

地
域
の
拡
大
に
伴
う
交
通
量
の
増
加
に

よ
り
、
市
民
生
活
に
大
き
な
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
道
路
交
通
の

円
滑
化
を
図
る
た
め
の
幹
線
道
路
の
終

備
は
、
本
市
の
み
で
な
く
、

全
国
地
方

自
治
体
の
共
通
す
る
重
要
課
題
で
あ
り

国
の
績
極
的
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。ま

た
、
河
川
に
つ
い
て
も
都
市
化
の

拡
大
と
経
済
活
動
の
進
展
に
伴
い
、
河

川
流
域
の
開
発
が
進
む
中
で
河
川
路
備

が
追
い

つ
か
な
い
た
め
何
年
各
地
で
悲

惨
な
災
害
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
が
実

情
で
す
。

道
路
治
水
卒
業
の
推
進
は
国
政
の
北

本
で
あ
り
、

地
方
自
治
体
発
展
の
た
め

に
不
可
欠
な
事
業
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
こ
数
年
来
国
の
緊
縮
財

政
の

μ響
を
受
け
、
こ
れ
ら
の
事
業
は

大
幅
に
遅
れ
、
本
市
の
場
合
も
深
刻
な

問
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
こ
こ
に
道
路
治
水
関
係
事

業
に
係
る
諸
施
策
の
実
現
を
促
進
す
る

た
め

昭
和
六
十
三
年
度
概
算
要
求
め
シ

|
リ

ン
グ
枠
を
撤
廃
す
る
こ
と
。

一
道
路
特
定
財
源
制
度
の
幣
持
及
び

第
九
次
道
路
整
備
五
カ
年
計
画
に
お

い
て
自
動
車
重
量
税
を
含
む
道
路
特

定
財
源
の

一
層
の
拡
大
と
高
規
格
幹

線
道
路
な
ど
の
早
期
実
現
を
図
る
こ

、y
」。

一
一
般
国
道
五
二
号
寿
町
現
道
拡
幅

並
び
に
幹
線
道
路
整
備
及
び
丸
の
内

地
区
の
電
線
等
地
中
化
(
キ
ャ
ブ
シ

ス
テ
ム
)
並
び
に
国
所
管
の
平
和
通

リ
歩
道
の
緑
化
推
進
を
図
る
こ
と
。

一
第
七
次
治
水
事
業
五
カ
年
計
画
完

全
達
成
の
た
め
の
予
算
を
健
保
す
る

こ
介
、

一

昭
和
六
十
二
年
度
補
正
予
算
に
お

け
る
治
水
道
路
事
業
予
算
を
係
保
す

ヲ

φ

こ〉」
。

一

泊

川

(
県
)
、
小
曲
護
岸
(
国
)
、

荒
川

(
県
)
、
新
五
割
川

(県
)
、

蛭
沢
川
(
県
)
、
大
円
川

(
県
)
、

流
川
(
市
)
等
、
都
市
小
河
川
の
改

修
促
進
と
補
助
金
を
増
額
交
付
す
る

こト」
。

採
択
さ
れ
た
も
の

〔
建
設
水
道
委
員
会
〕

O
道
路
側
溝
の
改
修

(
朝
日
町
自
治
会

会
長

・
横
森
秀
文
)

O
身
延
線
住
吉
本
町
踏
み
切
り
歩
道
設

置

(
甲
府
市
住
吉
四
丁
目
九
|
一
二
・
新

回
悦
子
、
甲
府
市
住
吉
三
丁
目
十
八

十
七
|
三

-
中
村
綾
子
)

議

会日

誌

U 
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日日

日
月

議
会
運
営
委
員
会

総
務
委
員
会
(
懇
談
会
)

民
生
委
員
会
(
懇
談
会
)

一
月
臨
時
会同

月

議
会
運
営
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会
(
懇
談
会
)

甲
府
地
区
都
市
構
想
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

甲
府
市
制
百
周
年
記
念
事
業
促

進
に
関
す
る
調
資
特
別
委
員
会

6
日
1
お
日
三
月
定
例
会

日

日

総

務
委
員
会
(
懇
談
会
)

日
日
各
会
派
代
表
者
会
議

5

月

6
日
全
員
協
議
会

日
日
各
会
派
代
表
者
会
議

日
日
各
会
派
代
表
者
会
議

談
会
運
営
委
員
会

初
日
五
月
臨
時
会

白
日
各
会
派
代
表
者
会
議

F
O

目川

3
日
総
務
委
員
会
(
怒
談
会
)

日
日
民
生
文
教
委
員
会

(懇
談
会
)

経
済
都
市
開
発
委
員
会

(
懇
談

ム
E
)

四

日

建

設
水
道
委
員
会
(
懇
談
会
)

初
日
議
会
運
営
委
員
会

初
日

1
7
月
9
日
六
月
定
例
会

3 

4 
日

6 
日


